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 生産性向上
 デジタル

 自社オリジナルの生産管理システムをオーダーメイドで作製し，ワークス
テーション及びハンディターミナルを各工場棟に配置するとともに，デー
タが集積されるサーバーを事務所に設置した。

 専用のソフトウェアを使って製品の品番データ等が入ったバーコードを
作製し，図面に貼付して製造工程へ流し，各工程の作業者が，前工程から
の受入時と後工程への引渡し時に，図面に貼付したバーコードを読み取
ることとした。

 各オペレーターがバーコードを読み取ることで，ワークステーション用ソフ
トに生産データが集積。集積されたデータの中から，管理職が必要な内容
を引き出し，チェック，分析し，それを基に全体最適を検討するスキームを
構築した。

バーコードシステムによる生産管理体制を導入

●本事業の取組内容

info

 作業日報のペーパーレス化によりオペレーターの負荷が軽減され，日報
作成に要していた時間を生産に回すことが可能となった。

 各作業者の生産データをデジタル化することにより，どの作業が負荷と
なっているかの把握が容易になり，負荷の解消を図る柔軟な対応が可能
となった。

 納期厳守品の生産状況を的確に把握できるようになり，顧客からの信頼
度や満足度を高めることにつながった。

 各工程の生産能力の把握にもつながり，生産力の弱い箇所が可視化され
たことにより，どこにマンパワーや設備を投入すべきか明確になった。

コロナ禍の影響を受けあらゆる産業が変革を求められる中で， 弊社も今後の生産管理体
制の充実を図る目的でデジタル化を検討していたところ，本支援事業を知り，活用させてい
ただきました。各管理者や作業者の声を聴き，一者の知見だけではなく工場全体で上手く
使え，なおかつ顧客満足度アップにつながるシステムを目指し工夫しました。
今後も本事業で導入したシステムから得た情報を日々の生産に活用し，弊社の「拡大より

充実」のコンセプトともがっちりとリンクさせ納期や品質を更に高め，三豊機工の製品以外
ではなし得ないとお客様から選ばれる，圧倒的な存在を目指してまいります。

〈企業の声〉

After
(取組の成果)

Before

 現状の生産管理は，各工程に配置された管理職の経験値に頼る部分
が多く，各工程での受け入れから加工終了までの日数や時間の把握が
足りていない状況であった。

 また，オペレーターの作業日報は手書きであるため，記入の手間と集
計作業に時間を割かなければならないなど，曖昧な面と不効率な面が
多々あった。

 デジタル化を推進し，精度の高い確かな数値を基にフレキシブルな生
産体制を構築するため，生産管理体制を抜本から見直す必要があった。

生産管理の見える化により生産性の向上と納期遅れによる未納品が改善
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